
2009年５月31日につくば国際会議場において，数値

予報現業運用開始50周年を記念し，日本気象学会教育

と普及委員会と数値予報開始50周年記念行事実行委員

会の共催，気象庁，日本気象予報士会後援により，公

開気象講演会「数値予報の過去・現在・未来」を開催

した．会場に用意された250席は常に満席であり，学

会大会参加者以外の一般参加が100名程度と盛況の講

演会となった．過去，現在，未来を語る熱き講演に加

え，会場からも50年前の歴史が語られ，一般参加者か

ら最新の技術への鋭い質問が飛ぶなど，50周年にふさ

わしいイベントとなった．講演会を盛り上げていただ

いた講師の方々と会場に来ていただいた皆さん，講演

会の運営関係者にこの場を借りて厚く御礼申し上げる

とともに，50周年を一つの節目として，次の50年に向

け，日本の数値予報をさらに発展させて，このイベン

トに集まった皆さんの期待に応えていきたい．

なお，本講演会では日本の数値予報開始日について

の質疑があったが，後日確認したところ，数値予報業

務開始の裏づけとなる資料として，気象庁電子計算室

（1959）に，1959年６月から毎日１回予想天気図を現

業的に放送した，との記述があることをここで補足し

ておく．
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